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当研究チームでは，免疫制御の中心的役割を司る T細胞
の抗原認識および活性化シグナル伝達機構の解析を行い，
それに関与する分子の同定と制御メカニズムの解明を進め
ている。

1. 免疫シナプス制御機構の解析（斉藤）
T細胞の抗原認識に伴う初期活性化の制御を目指し，細
胞膜ラフトに存在するタンパクの解析から，ラフト凝集・
免疫シナプスの形成における負の制御機構を発見した。

2. T細胞活性化シグナル伝達機構の解明（竹内）
T細胞の活性化を制御するシグナル伝達分子のクローニ
ングシステムを樹立し，それを用いて新規 NFAT活性化分
子を同定した。

3. 免疫抑制メカニズムの解析（斉藤）
T細胞の活性化・機能を負に調節しているメカニズムに
ついて解析した。細胞表面における抑制性受容体を介する
抑制シグナル，および細胞内抑制性アダプター分子の解析
を行った。
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